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関 係 法 令
律
0国家 公務員 法の一部 を 改正す る 法律 （ 77)
0放送 大学学園 法 （ 80)
..6.. ,., 
0放送 大学学 園 法施行令 （ 230)
0放送 大学学園 法 の施行に伴う関 係政令の整備 に関す る 政令 （ 231)
o国家公務 員 宿舎法施行令の一部 を改正す る 政令 （ 240)
令
0国家公務員共済組合法施行規則の一 部 を改正す る 省令 （ 大蔵3 5)
o国家 公務 員 宿舎法施行規則の一部 を改正す る 省令 （ 大蔵 37)
員I]
0 人事院規則 （ 職員の研修 ） の 全部 を改正す る 規則J （ 人事 院10- 3) 
トリチウム科学センター運営委員会（ 6 月 1 日 ）
（審議事項）
( 1）昭和56年度予算 について
( 2）全国共同利用計画 に ついて
( 3）昭和5 7年度概算要求に ついて
計算機センター運営委員会（ 6 月 2 日 ）
（審議事項）
( 1）昭和5 7年度概算要求について
( 2） ライブ ラリ ・ プログ ラ ム開発課題の承認について
( 3）プログ ラ ム指導員と相談 日 程 について
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昭和56年度第1回富山大学施設整備委員会i f) )j 9 !:l ) 
（審議事項）
( 1）未利用地に対する起用計jl”について
(2）旧和漢薬研究所の未利用建物の干lj l1Jについて
(3）昭和57年度国立学校地設相f1iii 'ff慨鈴＿！｝.どぶについて
昭和56年度第2国学園ニュース編集委員会川、｝ J 11 [j ) 
（審議事項）
(1）第36号学園ニュースの編集について
昭和56年度第1回教務委員会（ 6月12 l:l) 
（審議事項）
(l)'fo-LII大学学MIJに関連する懸案事項（役務関係）について
報 第213 号
（ど）昭和57年度広間外l主l人留守生入学選巧ーに際Lての共通第一次学力試験・オ弘＇ff外｜長l人留学生統一試験の取扱いにつ
いて
(3)1泳給の取扱いについて
富山大学入学者選抜健康診断判定基準専門委員会（ 6月12日）
（審議事項）
(1）健康診断判定恭i_\I＼の改善について（継続審議）
附属図書館商議会（ 6月12日）
（報告事項）
(1）附属図書館電算化委員会について
（審議事項）
(1)昭和57年度概算要求について
昭和56年度第4回補導協議会（ 6月1:3日）
（審議事項）
(1）メインストリートの封鎖について
昭和56年度第1固体育部会（ 6月22日）
（審議事項）
(1）第33回北陸四大学学生総合体育大会について
富山大学構内交通対策委員会
（審議事項）
11）構内交通規制の基本策定について
昭和56年度第2回学寮補導委員会（ 6月23日）
（審議事項）
(1）学寮の諸問題について
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昭和56年度第2回入学試験管理委員会（ 6 月 25日）
（審議事項）
(1）昭和57年度富山大学 入学者選抜に関す る 要項について
(2）昭和57年度富山大学 入学者選抜試験の選考基準について
(3）昭和57年度 入学試験問題作成主任委員 及び 同 整理委 員 について
昭和56年度第5回補導協議会（ 6 月 25日 ）
（審議事項）
(1）第33回北陸四大学学生総合体育 大会について
昭和56年度第2回大学院委員会（ 6 月 26日 ）
（審議事項）
第213号
(1 ）昭和57年度富山大学大学院理学研究科 （ 修士 課程 ） 及び工学研究科 （ 修士課程） 学生募集要項について
昭和56年度第3回評議会（ 6 月 初日）
（報告事項）
(1）昭和56年度国立大学長会議及び国大協 第 68 回総会について
(2）昭和57年度富山大学大学院理学研究科 （ 修士課程 ） 及び工学研究科 （修士 課程） 学生募集要項について
(3）昭和57年度 入学試験問題作成主任委員 及び問整理委員 について
(4）学生の動向について
（審議事項）
(1）昭和57年度概算要求について
(2）昭和56年度学内予算配分について
(3）富山大 学附属 図書館工学部分館長候補者について
(4）富山大 学理学部国際規制物資計量管理規則の制定について
(5）昭和57年度富山大学 入学者選抜に関す る 要項について
昭和56年度第2回富山大学施設整備委員会（ 6 月 30 日 ）
（審議事項）
(1）旧和漢薬研究所の建物の利用について（ 継続）
品凶手 事
昭和56年度科学研究費補助金「研究成果刊行費」交付内定
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1 ） 研究代表者
2 ） 区 分
人文学部教授 山口 博
一般学術図書
3 ） 補助対象刊行物名 （ 申請番号1 53) 王朝歌壇の研究
4） 補助対象経費 直接出版費
5）内定額 （ 交付予定額） 金 1, 310,000円
昭和56年6月号 第213号
外国政府等からの留学生等の募集のお知らせ
毎年， 外国の政府 ・ 研究機関 ・ 団体等から留学生・研究 員等の募集が数多く行われ本学 に も多くの通知が入ってい
ますが， 参考までに 昭和 55年度に通知 のあったもの をまとめてみました。
なお， これらの募集通知については， 毎年一定してい る ものでなし そ の年度によって若干の変更あ る いは募集し
ないものもあります のでこの点お含みおきの上参考にしてください。
また， この 外に も各種財団等から募集があ る 場合もありますが そ の都度併せて部局に通知しています。
関係国 名 私、 募集 人員 専 攻 分 野 対 象 待 遇 関（募集
係通知機時期
関
） 
アメリ カ 医学 ・生物学， 生化学， －博士号所有者 （理学， 期間 l年 （原則と 日 本学術会議
生理学， 歯学， 薬学， 医学， 歯学， 獣医学 して） ( 7月）
N I H奨励研究員 6名 獣医学等 関連分野
等又は保健衛生の分 往復旅費
野） 滞在 費 年額
. 35 歳以下優先 13,000～ 
16,600ドlレ
人文科学， 社会科学 ・大学卒業者（博 士号 期 間 l学年間 日 米教育委員会
（アメリ カ研究， 日本 を有する者を除〈） 往復旅費 ( 4 月）
研究， 太平洋地域研 . 34 歳以下の者優先 生 活 費
究， 社会変動および －将来 日本の大学で教 授 業 料
社会政策， 教育の国 職または研究職を宏、 書籍代等
大 全額支給 際化の領域が望まし 望する者， 左記の研戸十u与
究領域の専門職にあ応♂'ff屯ァ
日 留 自然科学． 応用科学 る者及び同領域の研
学 （大学院留学プログラ 究に従事している者
* プ ムにF艮る） －博士課程在籍者優先
教 ログ
育 フ 同 上 －大学卒業者（博士号 期 間 1学年間
ム を有する者を除〈） 往復旅費
委 . 34 歳以下の者優先
員
旅 費支 給 －民間または政府機関
fi- に勤務し留学後もひ
（ き続き勤務する者
フ
lレ
7• 同 上 . 4年制大学の専任の 期 問 l学年間
垂す金フイト
助教授， 講師または 往復旅費
FD F 助手 生 活 費
石汗
（話主主）
. 4 0歳以下の者優先 書籍代等
-;= し . 3 か月以上継続した
員 渡米 経験のない者優
プ 先ロ
ゲ
フ 同 上 . 4 年制大学の専任の 期 間 3 か月～
ム 教授， 助教授 1 学年間
上級研究員 . 55歳以下の者優先 往復旅費
－米国 人との共同研究 生 活費
を特に優先 書籍代等
アメリ カ 同 上 . 4 年 制i大学の専任の 期 問 1学年間
招 聴 講 師 教授， 助教授 往復旅費
プロ グ ラム . 55歳以下の者優先 生活費
. 3 か月以上継続した 書籍代等
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渡米経験を有する者
イ
人文，社会，自然科学 －大学卒業者（博士号 往復旅費
2zo
月
ド
額
ル
） 
Award services 
ス を有する者を除く）
大学院生奨学金
生活費 。fficer
授業料等 East-west center 
ウ ( 4月）エ
ス
セ ジョイント博士 同 上 －論文及び語学を除く 同 上
ン 課 程 博士の学位の必要条
タ 研究 インターン ｛牛を全てがJたしてい
奨 学 金 る者
アイル 1名 特に制限なし －大学卒業者 期 間 9か月 文部省学術国際
ランド 奨 学 金総額1,00C 局
アイルラン ド 政府 ポンド ユネスコ国際部
奨 学 金 留 学 生 授 業料（アイルラ 留学生課
ンド政府 ( 4月）
負t!l)
イギリス プリテyシュ・カウ 10数名 理学， 工学， 医学， 人 －大学卒業者で25歳か 期 間9～12か月 ブリテッシュカ
ンシjレ 文化学，社会科学，芸 ら35歳まで の者 滞在費月額 219 ウンシlレ
スカラシyプ（留学 やr.r.教育（含む英語教 ポンド ( 8月）
生） 育） 往復旅費
10名 （英語） －国立大学等において 文部省学術国際
英語教育を担当する 滞在費負但） 局
専任教員 受講料ブリテ ユネスコ国際部
国立大学等英語教育 . 30歳以上50歳以下 ソ て／＿；！『 国際教育文化課
担当教員の 連合王国 －最近5 年以内に連合 カウン (1 2月）
派遣 王国又は アメリカ合 シノレ負
衆国において研究に 担）
従事又は研修を受け 期 間約3か月
たことのない者
イスラエ イスラエル政府奨学 若干名 特に制限なし －大学卒業者（含む見 期間 9か月 期日イスラエル
Jレ 金留学生 込者）で35歳未満の 奨学金月額10,000 大使館
者 イスラエル ( 9月）
ポンド
授業料免除
イタリア イタリア政府奨学金 17名 人文科学，社会科学， －大学卒業者 期間 l学年及び （財団法人）日本
留学生 自然科学，芸術（美術 2学年間 国際教育協会留
－音楽等） 奨学金月額 330,000 学情報センター
往復航空券 リラ ( 3月）
イ ン ド インド政府奨学金留 4名 人文科学，社会科学， －大学卒業又は卒業見 期滞
書
授
4
在
籍
業
00
間
費
代
以
料
ル
免
内
ピ
年
除
月
2年
額
額
：�� 又
は
（財団法人）日本
学生 自然科学，芸術 込 の者 国際教育協会留
ルビ学情報センター
( 11月）
エジプト エジプト政府奨学金 3 名 特に制限なし －大学の学部又は大学 期 間 9か月 エジプト・アラ
留学生 院に在 籍している者 滞在費月額20エ ブ共和国大使館
ジプトポ 領事 部
ンド ( 7月）
着後手当 月額10 II 
図書費 年額10～
20  II 
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オースト オーストラリア派遣 5名 外悶語としての英語教 . 40ii&以下 期 間l 11か月 文部省学術国際
ラリア 英語教育む1当教員 育方法等 －英語教育を 3年以上 滞在費 2週間につ 局
組当しており， 帰国 き161 オー ユネスコ国際部
後も継続して英語教 ストラリア 国際教育文化諜
育を担当する者 ドlレ ( 10月）
支度一 時金 161 II 
被服費 150 II 
書籍代 200 II 
往復航空運賃
授業料
オー スト オー ストリア政府奨 4名 人文科学， 社会科学， －大学の学部 2年次修 期 間 9 か月 （財団法人）日本
リア 学金留学生 自然科学 了以上の学歴を有す 奨学金 月額 5,000 国際教育協会留
る者 ～6,500オー 学情報センター
. 20歳以と 35歳未満の ストリアシリ ( 1 2月）
者 ング
授業料免除
渡航費の一部補助
18,000オース
トリアシリン
グ
カナダ 芸術， 人文学， 社会科 －学士号又はそれと向 ltll 間 1学年
学， 物理学， 生物学， 等以上の能力（芸術 奨 学 金 月額5 00
奨 学 生 工学 音II門の場合） を有す
ドル
る者 授 業 料
. 35 歳以下の者 支度金 300ドル
往復旅費 カナダ大使館文
化情報部
同 上 －博士号を有する者 期間 4か月～ 1年 ( 9 月）
－芸術家の場合は多年 特別研究資金 月額
特 別 研 究者 にわたり一流の芸術 1,000ドル
家 として活動を続け 支 度 金 300ド／レ
る者 往復旅費
ギリンヤ ギリシャ政府奨学金 5名 特に 制限なし －大学院修士課程修了 期 問 l年 駐日ギリシャ大
財団留学生 以上の学歴を有する （ただし， 4年を 使館
者 限 度 として延長を ( 5 月）
. 40歳未満 認められることが
ある）
奨 学 金 月額
12,000ドラク7
論文印刷費 40,000 
ドラクマ
往復航空券
スウェー スウ ェーデン政府奨 l名 人文科学， 社会科学， －大学卒業又は卒業見 期 間 8か月 （財団法人） 日本
守二ノ 学金留学生 自然科学 込みの者 奨学金 月額 2 , 315 国際教育協会留
スウ ェーデン 学情報センター
クローネ (11月）
渡航費の一部補助
5,000スウェ
ーデンクロー
ネ
Swedish I nstitute スウ ェーデン以外の国 年令借lj限なし 期 間 3～ 4か月 Swedish Institute 
奨学金留学生 においては， 十分な研 から 3学年以 (11月）
究ができない分野 内
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ス イ ス スイス政府奨学金留
学生
タ イ タイ政府奨学金留学
生
大韓民国 大韓民国政府奨学金
留学生
中 国
政
府
国
中
高 存rlk
進 修 生
奨
学
書
学
生 金E立ヨ 通
進 ｛｜妻 生
アンマー デンマーク政府奨学
ク 金留学生
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2名
フェロー
ンンプ
6名
スカラー
シッ7'
4 名
5名
20名
研究奨学
金
5名
学部奨学
金
2名
声... 弓ー
人文科学， 社会科学，
自然科学， 芸術
人文科学， 社会科学，
自然科学． 美術
人文科学， 社会科学，
自然科学
現代中国語， 中国語，
中国文学， 中国歴史，
哲学， 政治経済学， 考
古学， 音楽， 美術， 美
術史， 建築学， 薬学，
漢方医学， 医学， 中国
医学
同 上
人文科学， 社会科学，
自然科学， 芸術
報 第213号
奨学金 月額2 ,315
スウェーテ山ン
クローネ
－大学卒業者で 35歳未 期 間 10か月 （財団法人） 日本国
l筒の者 （ただし， 1 年間の 際教育協会協学！育
延長が認められる 報センター
こともある） (1 0月）
奨学金 月額9 00又
は1,1 00スイスフ
フン
帰国 旅費 授業料免
除
－ フ エローシyプ － フ ェ ロ ーシソプ 同 一上
大学卒業又は卒業見 期間 l年 ( 2月）
込みの者 給費 年額20,000
・スカラ シッフ。 ノ、ーツ
高校卒業， 卒業見込 － ス カラ シソプ
みの者で 30歳以下の 期間 1～6年
者 （専攻分野に より）
給費 年額15, 000
ノ〈ーツ
－大学卒業者で 35歳未 期 間 同 土．
i前の者 研究課程 l年 ( 1月）
修士課程 2年
博士課程 3年
奨学金 月額
220,000ウォン
着後一時金
60,0 00ウォン
往復航空券
国内研究旅費
図書購入費
入学金， 授業料免除
－原則として大学院に 期 間 l年程度 同 上
在籍する者又は大学 奨学金 月額140元 ( 5 月）
卒業後研究教育に従
事している者
. 35歳未満の者
同 上 期 間 l ～2年程
（大学の 3年次以上に 度
在籍している者も可） 奨学金 月額14 0元
－研究奨学金 期 間 8か月 （財団法人） 日本国
大学卒業又は卒業見 奨学金 月額 際教育協会留学情
込の者 研究奨学金 報センター
－学部奨学金 2,85 0デンマーク ( 11月）
大学 3年次以上に在 クローネ
学する者 学部奨学金
2,47 0デン7ーク
クローネ
旅費補助 2 ,9 00 
昭和56年6 月 号
ド イ ツ
奨 ：出子 金 25名
留 学 生
イ
、、1
，－廷＇：.
やf.j
父
流
正ヱ〉エ、
（ 
D 
A 
A 
奨学金特別給付
D 計画に基づく奨 1 0名
学生
） 
ドイツ語担当教員の 15名
ドイツ派遣
品比一チ
人文科学， 社会科学，
自然科学， 芸術（音楽，
美術）
トイツ詰， ドイツ文学
（ドイツ語教育に関 す
る研｛｜妻）
報
－昭和 24年10月 1 日以
降に出生の者
－ 人文， 社会科学専攻
原則として修士課程
在学者又はそれ以上
の学歴を有する者
－自然科学専攻
修士課程修了者
（ただし， 医， 歯学
専攻は学部卒業者で
よい）
－音楽専攻
学部3学年在学以上
• 32歳未満の者
ドイツ語， ドイツ文
学を専攻する大学院
修士以上の課程の修
了者で大学において
ドイツ語， ドイツ文
学の教育を担当し，
帰国後もとの職務に
復しうる者（同大学
院の：｛［学者を含む）
－国公私立の大学， 短
期大学， 高等専門学
校の教員
. 30歳以上5 0歳以下
第213号
デンマーククローネ
期 間 l年 同 上
給費 月額77 0又は ( 9 月）
87 0ドイツ7ル
ク（場合によっ
ては 1, 300ドイ
ツマルク）
家族手当（配偶者を
同伴する場合）
月額300ドイツ
マルク
支度料 200ドイツ
マルク
保険料 185ドイツ
マルク
専門書籍代 各学期
毎1 00ドイツマ
ノレク
往復旅費（目本の官
公庁 か ら支給き
れないときに限
る）
授業料免除
期 間 l年 文部省学術国際局
奨学金 月額77 0又 ユネスコ国際部
は 87 0ドイツ7 国際教育文化課
ルク（場合によ ( 8月）
つてはし300ド
イツマルク）
家族手当（配偶者を
同伴する場合）
月額200ドイツ
7ルク
支度料
200ドイツ7ル
ク
保険料
18 5ドイツマル
ク
荷物運賃 往復
各15 0ドイツ7
Jレク
書籍購入費 各学期
毎 1 00ドイツマ
ルク
航空運賃
往路 文部省
者はD AA 
D) 
帰路 DAAD 
期 間 3か 月 同 上
滞在費及び研修経費 ( 1 月）
往復航空貨
- 9 一
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トル コ トルコ政府 奨学金留 若干 名 トルコ語， トルコ文学， 大学卒ー業者で35歳未満 期 間 8 か月 取臼トルコ大使館
学生 歴史， J也理， 美術， 農 の者 奨学金 月初4 , 500 文化部
寸持＇： トルコリラ ( 5月）
ノ、ンカ‘リ ハンガリ一政府 奨学 4名 人文科学， 社会科学， －大学卒ー業者で35歳未 期 間 18か月 駐日ハンガリ一大
金留学生 自然科学， 芸術 l前の者 奨学金 月額4,000 使館
フォリント ( 6 月）
宿舎提供
フィンラ 人文科学， 社会科学， － 大学卒業又は卒業見 期 間 4か 月～9 （財団法人） 日本国
ンド 自然科学， 芸術 込の者 か 月 際教育協会留学情
奨学金 月額1 ,000 報センター
一般奨学 金 1 名 1,300フィン ( 1 月）
フ ランドマルク
イ 授業料免除ン
フ
ン フィンランド語， フィンランド語； 同 上 期 間 4か 月一 9
政
ド
フィンランド文 フィンランドの歴史， －大学院レベルの学生 か月
化研究のための 考古学， 民族学． 文学， が優先 奨学金 月傾 1 ,30 0
特別奨学金 政治学等 フィンラン
ドマルク
フィンランドの教育， － 博士課程修了程度の 期 間 4～5か 月
学術， 文化 専門的研究を行なう 奨学金 月額1,600
専 門家奨 学 金 者 フィンラン
ドマルク
圏内研究 旅費
フランス フランス政府 給費留 文学． 人文， 社会科学， ・大学卒業又は卒業見 期 間 9か 月 ｜司 上
学生 自然科学， 農業， 医学， 込の者 給 資 月額1 ,500～ ( 9月）
工学， 芸術等 － 第一部門 2, 300フラン
（仏文学， 語学， 演出）帰悶 旅費
30歳未満， ただし， 授業料
現在フランス誇の教
職にあるか将来その
予定であり， 外国語
としてのフランス語
教育法を学ぼうとす
る者は4 0歳未満
－第二部門（人文科学）
及び第三部門（自然
科学， 農業， 医学，
工学）の者は40歳未
満
－音楽関係受験者は，
フランス大使館文化
部に年令 制限規定を
問合せること
－その他の芸術部門は
33歳未満
ベルギー ベルギ一政府 奨学金 8 名程度 芸術． 物理学， 数学， －大学卒業者 期 間 l年 同 上
留学生 化学， 生物学， 動物学， . 35歳未満の者 奨学金 月額1 4 ,000 ( 1月）
植物学， 地質学， 地理 ベルギ一フラン
学， 工学， 医学， 獣医 帰国旅費
学， 薬学， 農学， 社会 授業料等支給
学， 政治学， 経済学， 図書教材費（ 4,000 
nu 噌EA
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法学， 文献学， 歴史学， ～6,000ベルギー
哲学， 心理学， 教育学 フラン）
ポーラン ポー ランド政府奨学 3 名 特に 制限なし －大学卒業又は卒業見 期 間 2年 同 上
金留学生 込の者 奨学金 研 究生 (12月）
. 3 5歳未満の者 2 , 900 ズロチ
博士課程
3,000 ズロチ
授業料免除
メキシコ メキシコ政府奨学金 5名 メキシコの大学で専攻 －大学卒業又は卒業見 期 間 10か月 （財団法人）日本国
留学生 が可能な分野（医学を 込の者 滞在費 月額 6 ,500 際教育協会留学情
除 く） . 3 5歳未満の者 ベソ 報センター
図書費 年額2 ,000 (12月）
ペソ
往復渡航費
大学で開設中の スペイン語， メキシコ， － 大学の学部又は大学 期 間 約10か月 同 上
講座を受講する 及び中南米の歴史， I也 院修士諜程に在学中 滞在費 月額6,100 ( 11月）
留学生 理， 文学， 法律． 経済 の者， あるいはこれ ぺソ
，  、t 等 らを卒業又は修了し 授業料免除
キ た者 往復航空運賃：ノ
コ . 30 歳未満の者
政
府
交換留学
生
大学等において 30名 財政， 経済， 文学， 歴 ・ 大学院博士課程夜学
特定のテーマに 史， 医学， 農学等 中の者又は修了した
よる専門的研究 者， あるいは大学卒
を行う 留学生 業以上の学歴を有し
大学又は研究機関 等
において教育又は研
究に従事していゐ者
. 40 歳未満の者
モンコソレ モンゴル政府奨学金 2名 モンゴル語学， 文学， －大学のl学部又は大学 期 間 2年 同 上
知学生 歴史等 院の課程に在学して 奨学金 月傾 47 5 ( 8月）
いる者 ツグリク
ユーゴー ユー ゴースラビア政 人文科学， 社会科学， －大学卒業又は卒業見 期 間 3 ～9カミ月 同 上
スラビア 府奨学金留学生 文化（ユーゴー スラビ 込の者 奨学金 月額 6,000 ( 11月）
アの大学で受入れ可能 . 40歳未満の者 ディナール（学
な分野） 生寮に入る場合
は. 5, 1 50 ティナ
ール）
書籍購入費 1 ,  1 50 
～1 , 6 50ディナ
一－｝レ （留学期
聞に よっ て異な
る）
圏内研修旅費
イ ン ド アジア諸国等派遣留 8 名桜度 留学対象国の言語， 歴 － 大学院博士課程若し 期 間 2年 同 上
ネパー ル 学生 丸 文化又は社会の分 くは修士課程に在学 奨学金 月額100,00 C ( 4月）
ノマキスタ 野 している者又は大学 同
ン を卒業後研究に従事 一 時金 年額30,000
スリラン している者 円
カ . 3 5歳未満の者 （ただし， 出発の年
インドネ 度及び帰国の年度
シア については 1 5,000 
噌EA句EA
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大韓民国 円）
フィリピ 往復航空運賃
ン
タ イ
マレーシ
ア
シンカ、ポ
ール
モンゴル
トル コ
エジプト
中 国
人
異動区分 発令年 月 日 氏 名 異動 前の所属官職 異 動 内 寄 任命権者
採 用 56. 6 . 1 山 上 康 彦 文部技官 （ 経済学部 ） 富山 大学長
56 6 1 6  村 井 丈 夫 助手（ 人文学部 ） II 
昇 任 56. 6 . 藤 森 勉 助教授 （ 教育学部） 教授 （ 教育学部 ） 文 部 大臣
II 自神i畢 晃 ＝ II II II II II 
II 深 井 甚 ＝ 助手（東北 大学文学部 ） 講師（ II 富山 大学長
転 任 56. 6 . 16  柴 回 淳 文部事務。§（体課 育登局山研ス修ポー所ツL ) 文部事務官 （ 庶 務 部 人事課 ） 富山大学長
｛井 イ壬 56, 6 .  l 今 津 藤 一 教授 （教育学部 ） 評議員（ 58. 4 . 1 まで ） 文 部 大臣
II 野 村 昇 II II II (58. 5 . 31 まで ） II 
II 位 崎 敏 男 II （ 工学部 ） II II II 
fl 広 同 情 二 II fl fl II fl 
辞 職 56. 6 . 20 畝 ＝ 七 技能補佐員（施設課汽かん士） 辞職 を 承認 富山大学長
56. 6 . 30 山 本 芳 枝 事務 補佐員 （ 庶 務部庶 務 課 ） 辞職 を 承認 fl 
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附属図書館工学部分館長の改選
多々静夫工学部分館長 の任期が， 昭和田年 7 月 1 2日に満了
す る ことに伴う次期分館長候補 者 の選考は， 昭和56年 6 月 26
日開催の評議会に お いて 2名の候補者 について 行われたn
その結果宮尾嘉寿教授が選出された。 任期は昭和58年7 月
1 2 日 まで。
海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 官 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 間
56. 6 . 1 5  
外 国出張 理 学 部 助教授 波法 義之 ベルギー 調和リーマン多様体の研究 のた め
56. 1 2. 14  
カ ナダ， 第74回B OM A総会出席とI I S （国 56. 6 . 1
9 
海外研修旅行 経済学部 II 武井 撮り
フ心 ラ ジノレ 際保険セミナー ）出席のため
56. 7 .  5 
職
員
消
息
〈新任者〉
事務局
文部事務官 柴田 ｛字
人文学部
助 手 村井 丈夫
経済学部
教 務 職 員 山上 康彦
〈住所変更〉
人文学部
助 教 授 佐藤 進
つU
男英井岡H
R す 一
、r
刊一
手
年
一
E
ハb
－ 血 目
F「υ
司
1 6
刑
一学
り
町町
－
時NH
国主T’ h 
品... -7- 報 第三l:lり
工 学 部
助 教 授 島崎長一郎
II 長谷川 淳
文部事務官 石橋 英二
文 部技官 吉津 署夫
〈住所表示変更〉
教養部
教 務係 長 高森 龍
主 要 行 事
� 
1 5 日 国立大学協会第4常置委員会(1j十字：上会館 ）
本 学 務（関係）係長会議
16～1 7 日 第68回国立大学協会総会（於国立教育会館）
6月2 日 計算機センター運営委員会 1 7 日 部課長会議
昭和56年度特殊教育就学奨励費交付金事務 18日 国立大学長会議（於国立教育会館）
担当者 会議（於 日 本私学振興財団） 19日 第 35回国立大学協会事務連絡会議（ II 
第34回国立大学学生部次長協議会（於東京 運動部顧問教官と の打ち合わせ会
農工大学 ） 22 日 第 l 固体育部会
2～ 3 日 昭和56年 度国立大学施設担当部課長会議 23 日 富山大学構内交通対策委員会
（於東京農林年金会館） 第 2回学寮補導委員会
3 日 国立大学学生部次長 ・課 長， 国立高等専門 25日 第 2回入学試験管理委員会
学校学生課長会議 （ 於東京医科歯科大学 ） 第 5回補導協議会
5 日 部課長会議 26 日 第2回大学院委員会
5～10日 第26回大学 祭 第 3回評議会
8 日 認定講習委員会 （ 於県民会館） 北陸地 区 国立大学係長研修打合せ（於福井
9 日 第 1 団施設整備委員 会 大 学 ）
9～10 日 国立学校 及 び所轄機関等庶 務部課長会議 27 日 第31回北陸二県大学学生交歓芸術祭運営委
（於一橋講堂） 員会 （ 於金沢大学）
1 1 日 第 2回学園ニ ュース編集委員 会 暗室使用説明会 （ 於学生会館）
12 日 昭和56年度中 部地 区 人事担当課長会議 29 日 第 3回事 務協議会
（於人事院中部事務局） 30 日 第 2回施設整備委員会
第 1 回教 務委員 会
入学者選抜健康診断判定基準専門委員会
13 日 第 4 回補導協議会
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人 文 学 部
6 月 3 日 紀要委員 会
就職説明 会
10 日 教授会
1 5 日 緊急教授会
1 7 日 教 官 懇 話会
就職説明 会
19 日 教務 委 員 会
24 日 教授会
公開講座打合せ会
教 育 学 部
6 月
l ～ 2 日 日 本教育大学協会北陸地 区 第二部会家庭科
研究協議会 （ 於黒部荘 ）
2 日 予算委員 会
昭和56年 度特殊教育就学奨励費交付金事務
担 当 者会議 （ 於 日 本私学振興財団 ）
3 日 教務委員 会
教授会
4 日 第 32 回全 国 国 公立幼 稚 園 長 会総会 （ 於 東 京
文化会館 ）
5 ～ 6 日 日 本教育大学協会北陸地 区第二部会 美術部
門研究協議会 （ 於金沢大学 ）
10 日 合宿研修委員 会
人事教授会
1 5 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会
1 6 日 入試検討委員 会
補導委員 会
17 日 教務 委員 会 ・ 補導委員 会合同会議
教務委 員 会
教授会
人事教授 会
23～ 24 日 日 本教育 大学協会 第 二部会理事会 ・ 評議 員
会 （ 於東京学芸大学）
24 日 第27 回 附属学 園 合同 運動会
25 日 日 本教育大学協会代議員 会 （ 於竹 橋会館 ）
30 日 昭和56年 度特殊教育諸学校第 2 回主 題別 研
修会
也竺
学 部
｜
第213号
6 月 2 日 学部将来構想検討委員 会
3 日 財務委員 会
人事教授 会
学部教務委員 会
拡大教務委 員 会
1 0 日 教授会
1 7 臼 日 本 海経済研究所運営委 員 会
1 8 日 学部職業補導委員 会
23 日 助 手 室業務運営委員 会
24 日 学部教務委員 会
人事教授会
教授会
25 日 学部補導委員 会
理 品手凶
6 月 10 日 入試検討委員 会
17 日 教授会
人事教授 会
工
学 部
6 月 3 日 教授会
専任教授会
工学研究科委員 会
10 日 学部教務委員 会
12～ 1 6 日 第23 回仰巌寮祭
17 日 教官選考委員 会
博士課程委員 会
胸 部 X 線 間接撮影
22 日 第30 回 北陸信 越工業教育協会総会並びに 同
学部長会議 （ 於福井市 ）
26 日 第 1 9 回 中 部 園事務協議会 （ 於豊橋技術科学
大学 ）
教
養
部
6 月 2 日 予算委員 会
Fhu 唱EA
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3 日 補導委員 会
教授会
教授 のみ の教授会
10 日 特昇 そ の 他給与 に 関 す る 委員 会
17 日 教務委 員 会
24 日 教授会
附 属 図 書 館
6 月 3 日 図 書館業務電算化研究会
6 日 附属図書館電算化委員 会
12 日 附属 図 書館商議会
17 日 図書館業務電算化研究会
19 日 係長事務打合せ会
22 日 第28 回 国立 大学 図 書館協議会総会準備理事
A Zミ
23 ～ 24 日 第28 回 国 立大学 図書館協議会総会 及 び総括
理事会 （ 於沖縄都 ホ テ ル ）
29 日 係長事務打合せ会
ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー ｜
6 月 18 日 ト リ チ ウ ム研究会
「我国 に お け る ト リ チ ウ ム研究の動向 」 ほ か
26 日 機種選定 の た め の会合
6 月 4 日 教官 人事選考委 員 会
1 1 日 第 4 回教授会
12 日 第 2 回 奨学生選考委 員 会
18 日 短期 大学 を 併設す る 国 立大学学長 懇談 会
（ 於 国立教育会館 ）
昭和56年度 国 立短期大学協会第 2 部会 （ 於
国 立教育会館 ）
国 立 夜 間短大事務長会議 （ 於 東京農林年金
会 館 ）
19 日 第21 回 国 立短期大学協 会定期総会 （ 於東 海
大学校友会館霞が関 ビ ル ）
27 ～ 28 日 昭和56年度厚生補導特別企画学生研修会
（ 於尾 口 村石川 県 立 国 民宿舎一 里野荘）
｜ 経営短期 大学部 ｜
編 集
印刷所
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
中 央 印 刷 株 式 会 社
富 山 市下奥井 1 - 4 - 5
電 話 （32) 6 5 7 2 （仰
Fb 噌・A
